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データインタフェース検討事項	

地球科学SG	

公開データ	

公開可能データ	

・準リアルタイム日射量等の	
　気象データ	
・地上観測日射量（千葉大）	
・・・	

・日射量予測	
・2030年シミュレーションデータ	

需要科学SG	

データ形式変換	

データ提供方法	

必要データの種類・	
形式の把握と依頼	

・太陽光発電関連データ	
　過去データ	
　予測データ	

シミュレーション、要因分析	
等で必要なデータ	

データ共有	
データ取得情報共有	

データインタ
フェースSG	

オープンデータ等	



データインターフェース概要	

地球科学データ	
・高頻度面的日射推定	
・短時間予測	

エネルギー需要科学	
需要家情報の整理	
（内容、粒度、構造）	

データインタフェースクラウド	

API	 プラットフォーム機能	

気象情報	
提供Webアプ
リケーション	

（日射量、気温、
風向、風速等）	

オープンデータ	

オープンデータ、公開API
からの需要に利用可能な
データを可視化、計算（分
析）できる機能を提供。	
Webアプリケーション、
Webサービスとしても提供	

・気象庁	
・国土地理院	
・郵便番号	
・電力需要	
・Google	APIs	
　他公開API	
・地方自治体等の
公開データ	

他グループ等	

②需要科学
情報の導入	
データの整理	
・公開可能性	
	
・データインタ
フェースクラ
ウド利用にお
ける個人情報
保護等の対
応	

①需要を意識
した情報提供	



データ提供インタフェース	



準リアルタイムの可視化	 オーストラリア全体の可視化	

全天日射推定量	 気温	 風向・風速	

コース周辺の可視化	

全天日射推定量	 気温	 風向・風速	

赤色：全天日射推定量	
青色：気温	
灰色：標高	

コース上の全天日射推定量
と気温のグラフ	

EMSのためのデータ活用②WSC2017支援	



予測の出し方の改良(1日目　10/8)	

追加	

予測可視化のアニメーション	
30分後	
1時間後	
1時間半後	
2時間後	
3時間後	
4時間後	
5時間後	
6時間後	
	



Amaterass Web	



データインタフェース開発スケジュール	
時期	 データインタフェース（データ提供）	 AmaterassWeb＋需要	

2017年度	 ・WSC2017レース支援	
・クラウド版データインタフェース	
	-準リアルタイム発電量	
・オンプレミスサーバ	
	-気象・発電データのダウンロード	

・AMATERASS	Web	
	-過去日射量のGIS可視化実現	
	-データ取得機能追加(DI機能利用)	
	-	需要データのGIS可視化に関す
る情報交換	

2018年度前半	 ・クラウド版データインタフェース	
	-JSON形式で日射量を提供(API機能)	
・オンプレミスサーバ	
-JSON形式で日射量を提供	

・AMATERASS	Web	
-	需要基本データのGIS可視化	

2018年度後半	 ・オンプレミスサーバ	
-2.5分間隔データ、予測値のDL追加	
-JSON形式で日射量以外のデータ提供	
-シナリオデータのDL対応	
-データの可視化方法・機能追加	

・AMATERASS	Web	
	-	発電量予測値のGIS可視化	
	-	スマートフォン対応	
・AMATERASS	Web＋需要データ
可視化システム	
		



GIS可視化の新機能	



データ提供機能（Webフォーム）	

• Azureクラウド（ 
http://teedda.japaneast.cloudapp.azure.com/	）	
•  処理の高速化（ファイルリストのDB化）	
•  1TBまでのストレージ（直近の2ヶ月　4種類の10分間隔データ）	

• オンプレミス・サーバ	
（ http://veda01.cr.chiba-u.jp/	）	
•  処理の高速化（Azureクラウドと同様）	
•  全データ提供（1年間,10分間隔）	
	

• 今年度追加で対応	
•  2.5分データの提供	



新・データ提供機能（API：JSON形式）	

• 日射量(1地点、指定日に対して、過去1日・3日・1週間)	
• Azureクラウド（2か月前まで）（ 
http://teedda.japaneast.cloudapp.azure.com/	）	
• オンプレミス・サーバ（1年前まで）	

（ http://veda01.cr.chiba-u.jp/	）	
	

http://teedda.japaneast.cloudapp.azure.com/v1/json/TEST?lat=36.511711	
&lng=137.090916&date=20181010&date2=20181012&variable=dwn.sw.flx.sfc	



新・データ提供機能（API：JSON形式） 
ソフトウェアから利用しやすく	



新・データ提供機能（API：JSON形式）	



データ提供追加機能（今年度中）	

• オンプレミス・サーバ	
（ http://veda01.cr.chiba-u.jp/	）	
•  2.5分データの提供実装	
•  太陽光発電量予測値データの提供実装	
•  JSONによるデータ提供	

•  データの可視化（グラフ）方法のバリエーション	
•  シナリオデータの提供実装（要：データフォーマット検討）	

• Azureクラウド	
•  1TBを制限に提供データ、期間を検討	
•  データ・プラットフォーム機能検討	

•  独自のフォーマットでのデータ提供機能開発可能	
•  データ利用したシミュレーション等が可能	



WebアプリケーションとWebサービス	

データ提供Webアプリケーション	
AMATERASS	Web	
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7時までのデータから算出した8時以降の予測値

7時50分までの準リアルタイム推定値

Webサービスの利用イメージ（スマホアプリとしても）	
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7時までのデータから算出した8時以降の予測値

7時50分までの準リアルタイム推定値

前日	

当日	

過去データ	
提供サービス	

予測データ	
提供サービス	AMATERASS　Web	



TEEDDA衛星データのフロー図（現在）	

気象業務支援センター	

千葉大	
ウェザーニューズ

(WNI)	 東海大熊本	

コンソーシアム	
サーバ	

衛星データ取得	

AMATERASS	Web	
（NICT）	

ユーザー（他チーム、他グループ）	

日射量等可視化	

日射量等推定	

AMATERASS	サーバ	

Azureデータ・インタフェース	
クラウド	

データ提供	Webフォーム	
＋α	

storage	

WSC	

	
	storage	 データ・インタフェース	

オンプレミスサーバ	
	

Webフォーム	

データ提供	

データ・インタフェース	



TEEDDA衛星データのフロー図(展開)	

気象業務支援センター	

千葉大	
ウェザーニューズ

(WNI)	 東海大熊本	

コンソーシアム	
サーバ	

衛星データ取得	

ユーザー（他チーム、他グループ）	

データ提供	 WSC	

東海大学	
ソーラーカー	

チーム	

レースコースの日射、
風データ可視化	

日射量等推定	

＋α	

AMATERASS	サーバ	

AMATERASS	
アーカイブサーバ	

CPU	&	storage	

データ提供・分析クラウド	

データプラットフォーム機能	
（ユーザ追加で独自機能開発も可能）	

storage	データ・インタフェース	
オンプレミス・サーバ	

AMATERASS		
Web	

GIS可視化	データ提供	

＋α	データ提供	

一般ユーザー	



データインタフェース開発スケジュール	
時期	 データインタフェース（データ提供）	 AmaterassWeb＋需要	

2017年度	 ・WSC2017レース支援	
・クラウド版データインタフェース	
	-準リアルタイム発電量	
・オンプレミスサーバ	
	-気象・発電データのダウンロード	

・AMATERASS	Web	
	-過去日射量のGIS可視化実現	
	-データ取得機能追加(DI機能利用)	
	-	需要データのGIS可視化に関す
る情報交換	

2018年度前半	 ・クラウド版データインタフェース	
	-JSON形式で日射量を提供(API機能)	
・オンプレミスサーバ	
-JSON形式で日射量を提供	

・AMATERASS	Web	
-	需要基本データのGIS可視化	

2018年度後半	 ・オンプレミスサーバ	
-2.5分間隔データ、予測値のDL追加	
-JSON形式で日射量以外のデータ提供	
-シナリオデータのDL対応	
-データの可視化機能追加	

・AMATERASS	Web	
	-	発電量予測値のGIS可視化	
	-	スマートフォン対応	
・AMATERASS	Web＋需要データ
可視化システム	
		

2019年度	 ・データプラットフォーム機能追加	
・エネルギー需要シミュレータ検討	

・AMATERASS	Web	
-	EMS情報のGIS可視化	
・今後のサービス提供検討	


